
社会福祉法人 大分県社会福祉協議会

大分県介護DXサポートセンター アドバイザー 小原裕一

大分県ワンストップ窓口
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大分県介護DXサポートセンターの紹介

運営

体制

社会福祉法人 大分県社会福祉協議会

大分県社会福祉介護研修センター 介護ロボット普及推進班

アドバイザー３名（PT1名、OT1名、専門員1名）

事務・管理スタッフ：３名 合計6名体制

特徴

1. 大分県モデル事業所の創出

※介護テクノロジー＋ノーリフティングケアを利活用している事業所

2. モデル事業所動画の制作（https://kaigoswitch.com/）

※３月末に居宅系事業所動画、KAIGOSWITCH SPECIAL掲載

3. 介護テクノロジー約50点、福祉用具約1,700点展示 介護ロボット体験展示場

『大分県内介護事業所の“生産性向上を支援する”ワンストップ窓口』
※ワンストップ窓口：何でも相談できる窓口

https://kaigoswitch.com/


介護事業所向け 支援メニュー全体像

相談窓口

伴走支援

組織開発、課題整理から実践
まで伴走で進める支援

生産性向上に関して、何でも
ご相談ください

※どのメニューからご活用いただいても構いません

他機関との連携

体験展示

試用貸出

研修

生産性向上の考え方、実践方法の共有

経営支援等、外部機関への紹介

導入、活用に向けた比較検討

現場での適合性確認



生産性向上ガイドライン

施設サービス 居宅サービス

（出典）厚生労働省ホームページ介護分野における生産性向上について
https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei-information.html

（出典）介護ロボット等のパッケージ導入モデル（改訂版）～介護ロボット取組
事例集～https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001491486.pdf



生産性向上のポイント

生産性向上を

成功に導くポイント

PLAN８割！！！

改善活動が「止まらない仕組みづくり」

（組織マネジメント、人材育成など）

（出典）介護ロボット等のパッケージ導入モデル（改訂版）～介護ロボット取組事例集～https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001491486.pdf



改善活動の壁

取組開始前 改善計画 改善活動

<PLAN>

相談：「いつ、だれが、なにを、どのように」

等の計画が立てられない

✓ 機器の選定方法が分からない

✓ KPIの設定の仕方が分からない

相談：「成果が出ない」

✓ 導入した機器が上手く使えない

✓ 活動自体に反対する職員が多い

改善活動が止まってしまう

・活動が継続できない、経験が蓄積できない

・再び動き出すことが難しくなってしまう

支援中に聞かれる相談内容

相談：何をしてよいか分からない

✓ 目指すべき姿が不明確

✓ 解決すべき課題が不明確

<PLAN> <DO>



伴走支援の流れ

目的の設定/プロジェクトチーム作り

課題の見える化

改善活動の計画書作成

改善活動の実践支援

各事業所の状況に寄り添った支援を行います



伴走支援の結果

見守りシステム

・巡回時間 120分/日短縮（導入前150分/日→導入後30分/日）

・直接業務時間延長 ケアの質向上（食事介助64分/日増加 排泄介助74分/日増加）

インカム

・一人当たり10分/日の削減効果（例）25名のスタッフ稼働により250分/日の創出効果

特別養護老人ホーム若葉苑さま（導入から2カ月後）

見守りシステム

・夜勤の定期巡回ゼロを達成 227分/日短縮

・夜勤帯における休憩時間、記録作業時間など 183分/日確保

特別養護老人ホーム鈴鳴荘さま（導入から6カ月後）

特別養護老人ホームいずみの園さま（導入から１年後）



伴走支援の感想（事業所の声）

• はじめに目指すべき姿、ビジョンを設定したおかげで、活動が実を結んでいく経過を実感でき
た

• 課題の見える化をすることにより、自分たちの手で少しずつだが改善活動を進めることができ
た

• チームでの計画立案、実行し、多職種で達成感を味わうことができた

• 職員の意欲向上につながった

• 改善意識の高かったリーダー職員が成長し、改善活動が進んだ。人材の重要性を再確認した
（経営層より）

• 県のアドバイザーの方々との交流は、リーダーにとって大変心強く、気持ちがブレることなく、
自信をもって取り組んでいる姿に、介護職員は付いていきやすかったとの声があった。伴走型
支援に感謝しています

伴走支援では「自立・自走」での改善活動継続に向けて、
人材育成、チーム作りを支援します！



相談件数

サービス種別 延べ件数

介護老人福祉施設 164

介護老人保健施設 81

有料老人ホーム 24

認知症対応型共同生活介護 22

通所リハビリテーション 18

居宅介護支援 17

通所介護 11

養護老人ホーム 9

訪問介護 6

介護医療院 5

シーズ（メーカー） 30

その他 30

計 417

相談のきっかけ『人材確保』
令和７年度 相談件数（R7年4月～R8年1月）

※別途補助金の事前相談（改善活動の計画書）200件以上

• 活用できる補助金について

• 自施設に合う介護テクノロジーが分からない

• 生産性向上の進め方が分からない



研修会

②圏域別：介護生産性向上セミナー

③伴走支援者養成研修（2日間）

①介護生産性向上研修（2回/年）

・第１回 R7.5.8 303名 ※補助金要件

・第２回 R8.2.5 145名

・6圏域、各モデル事業所で開催 計115名

・研修概要：モデル事業所事例発表、施設見学、生産性向上ミニ

セミナー、因果関係図作りワークショップ

・令和７年度プレ開催

・9名の伴走支援者（KAIGO生産性向上パートナー）を育成

生産性向上の考え方、実践方法の共有



体験展示場 試用貸出

試用貸出

体験展示場

1階福祉用具展示場に設置

※福祉用具 約1,700点

※介護テクノロジー 50点

・アドバイザーによる製品紹介

・デモンストレーション環境あり

・介護事業所は「無償」で「２週間～１か月」レンタル可能

・貸出メーカーに謝金あり

いずれも日本最大級！

導入、活用に向けた比較検討

現場での適合性確認



【お問い合わせ先】

大分県社会福祉介護研修センター 介護実習・普及部 担当：小原（こばる）、塩田

TEL：097-574-4571(直通) Mail：oita-kaigorobot@okk.or.jp

大分県介護DXサポートセンター （相談受付フォーム、支援概要はこちら）

HP  ：https://oita-kaigorobot.com/

大分県モデル事業所等紹介

HP：https://kaigoswitch.com/

ご連絡先

ご清聴ありがとうございました
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